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研究成果の概要（和文）：　本研究では、19世紀半ばに発生したアイルランド大飢饉が、それを直接には体験してない
小説家によって、どのように描かれてきたのかを検討した。その結果、20世紀初頭から現在に至るアイルランド作家の
なかには、大飢饉の記憶を民族主義的に継承するタイプと、大飢饉をめぐるイギリスとアイルランドの対立を乗り越え
ようとするタイプの２つの潮流があることが判明した。この点は、ある国家の歴史的悲劇に対する文学的応答の例とし
て、震災後の現代日本社会にとっても意義を持つと考えている。

研究成果の概要（英文）：　This study has exmained how the mid-nineteenth century Great Irish Famine is 
represented by post-Famine writers who have never experienced this calamity directly. There are two 
separate trends: Some writers represents the tragic memory of the Famine for natinalistic purposes, while 
others use the memory of the Famine to reconcile the racial confrontation between the Brish Empire and 
colonial Ireland. These trends can be taken up as an example of a literary response to a historical 
tragedy on a national scale. In this sense, this study is of value for Japanese society, which experinced 
the Great East Japan Earthquake (March 11, 2011).

研究分野： 20世紀アイルランド文学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の着想は、東日本大震災の直後から、
「文学（研究）には何ができるのか」という
点が真剣に問われている事実に拠る。未曾有
の被害を伴い、沈静化後も国家的悲劇として
記憶され続けるこの種の災害に際し、文学は
いかに応答する（あるいは、応答できる）の
か。 
 本研究は、この問題に対するひとつの回答
を導くために、19世紀半ばに起きたアイルラ
ンド大飢饉と現代アイルランド小説の関係
性を検討するものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、19世紀半ばに生じたアイ
ルランド大飢饉が、それを直接には体験して
いない現代アイルランド作家の小説作品に
おいて、どのように描かれてきたのかを包括
的に考察することにある。この目的のために、
(1)大飢饉とその余波に関する社会学、歴史学、
経済学の研究資源を学際的に活用した文化
研究と、(2)1920 年代以降の代表的な現代ア
イルランド小説における大飢饉表象とその
政治的背景の精査を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、アイルランド大飢饉とその余
波に関する修正主義的な歴史学、社会学、経
済学などの研究資料を活用し、現代アイルラ
ンド小説における大飢饉表象の政治性を考
察する。まず、上記の研究資料を集中的に収
集したうえで、民族主義的な大飢饉観の妥当
性について再考し、分析対象となる作家の時
代背景を整理した。次に、人種・階級・ジェ
ンダーによって構成される作家のアイデン
ティティと、時代の政治的背景とを考慮しつ
つ、作品分析を行った。具体的には、ジェイ
ムズ・ジョイス（James Joyce）ルイス・J・
ウォルシュ（Louis J. Walsh）、リアム・オ
フラハーティ（Liam O’Flaherty）、フラン
ク・オコナー（Frank O’Connor）、ジョン・
バンヴィル（John Banville）およびジョゼ
フ・オコナー（Joseph O’Connor）による長
編・短編小説を研究対象とした。また、研究
の展開にあわせて、オスカー・ワイルド
（Oscar Wilde）とダグラス・ハイド（Douglas 
Hyde）を研究対象に追加した。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 24 年度の研究成果 
 平成 24 年度は、本研究の理論的土台を確
立すべく、アイルランド大飢饉に関する歴史
学、社会学、経済学などの研究資料の収集を
進め、順次分析を行った。特に、ダブリンの
アイルランド国立図書館における資料調査
の際に、ルイス・J・ウォルシュの全ての著
作を入手できたことの意義は大きい。ウォル
シュが現在はほとんど顧みられることのな
いマイナー作家であるためか、彼の小説は我
が国の研究機関には所蔵されておらず、大飢

饉に関する国内外の先行研究でも全く扱わ
れていない。しかし、ウォルシュは、ジェイ
ムズ・ジョイスと同じ時期に同じ大学で学ん
でおり、後者が大学で一般に「大飢饉詩人」
と見なされていた詩人ジェイムズ・C・マン
ガン（James Clarence Mangan）に関する講
演をした際には、手厳しい批判を加えた。そ
の後、ウォルシュは、民族主義的な観点から
大飢饉の悲劇を小説化している。大学時代の
衝突に見られるように、両者の作品を比較す
ることで、大飢饉小説研究に新たな展開をも
たらす可能性は高い。この意味で、ウォルシ
ュ作品の入手には意義があった。 
 平成 24 年度の下半期からは、収集した資
料の分析を踏まえつつ、現代アイルランド小
説における大飢饉表象の政治性について検
討を始めた。ここで集中的に取り組んだのが、
ウォルシュの教養小説『次の機会に―48 年の
物 語 』（ The Next Time: A Story 
of ’Forty-Eight）と、ジョイスのモダニズ
ム小説『ユリシーズ』（Ulysses）の比較検討
である。 
 前者は、主人公が弁護士として自己実現し
ていく途中で発生した大飢饉の惨状を写実
的に描写している。主人公は、弁護士として
成功する夢を投げ捨て、やがて大飢饉の最中
の 1948 年の青年アイルランド党の蜂起に参
加し命を落とす。大飢饉を大英帝国の失策と
見なして武装蜂起したアイルランド民族主
義の理想化が散見される『次の機会に』は、
そのタイトルも示唆するように、大飢饉を民
族主義的に表象することで、その記憶を後世
に語り継ぐことを意図している。 
 これに対して、大飢饉が終息して約 50 年
後を舞台とするジョイスの『ユリシーズ』で
は、主要登場人物たちは、大飢饉に関する民
族主義的な見解を継承しながらも、大飢饉を
契機に先鋭化するイギリス帝国主義とアイ
ルランド民族主義の対立を乗り越えようと
している。したがって、ジョイスの『ユリシ
ーズ』は、時代設定的にも、イデオロギー的
にも、「ポスト」大飢饉小説と定義できる。
ジョイスのマンガン論をウォルシュが攻撃
した理由も、ジョイスがマンガンと大飢饉の
関係性をあえて無視することによって、マン
ガンを民族主義の文脈から解放しようとし
たためであった。 
 このような比較検討を通して、本研究は、
ポスト大飢饉世代の作家による大飢饉小説
には、以上のような２つの潮流―民族主義的
大飢饉観の継承を志向する小説（ウォルシュ
的ポスト大飢饉小説）と、民族主義的大飢饉
観に共感しながらも、民族主義の暴力的発露
には与しない小説（ジョイス的「ポスト」大
飢饉小説）―が存在することを明らかにした。 
 また、この比較結果を、平成 25 年 3 月に
オランダで開催された国際学会 “Global 
Legacies of the Great Irish Famine” に
て口頭発表した。本学会には、文学だけでな
く、歴史学、社会学、人口統計学、文化地理



学などを専門とする欧米の研究者が多数集
結していた。そのため、本研究が提示したウ
ォルシュとジョイスの比較論考に対し、一定
の評価と、学際的な知見を得ることできた。
さらに、アイルランド国立大学ユニバーシテ
ィ・カレッジ・ダブリンのマーガレット・ケ
ラハー（Margaret Kelleher）教授からは、
本研究に対する継続的な協力を快諾いただ
いた。これらの意味で、本研究発表は、非常
に有益で意義あるものになったと言える。 
 最後に、この口頭発表の一部は、平成 26
年に「James Joyce の “Great Hunger”―ポ
スト大飢饉小説としての Ulysses」という論
文にまとめられていることを付言しておく。 
 
(2) 平成 25 年度の研究成果 
 本年度は、前年度の口頭発表をもとに、ウ
ォルシュに関する論文を脱稿した。ただし、
この論文は、意図した媒体に掲載することが
叶わなかった。今後、すみやかにブラッシュ
アップし、別の学術誌への掲載を目指したい。 
 また、オフラハーティとフランク・オコナ
ーに関しては、先行研究を収集のうえ批判的
に検討し、それぞれの代表的な大飢饉小説を
分析した。オフラハーティは『大飢饉』
（Famine）において、大飢饉を現代アイルラ
ンドの民族主義の起源として扱っており、こ
の点でウォルシュの系譜に連なる。ただし、
オフラハーティは、イギリス系の出自を示す
母方の旧姓を偽名として使い、英国近衛歩兵
第４連隊に所属した経歴を持つ。オフラハー
ティにとっては、大飢饉の記憶が、アイルラ
ンド人のアイデンティティ再確認の手立て
となっている。 
 一方、オコナーは、ジョイスの系譜に連な
ると言える。短編「幽霊」（“Ghost”）では、
大飢饉時に立ち退きを迫られアメリカに渡
った小作農の子孫が、祖先の土地を表敬訪問
し、自らの祖先を追放した地主の子孫と懇意
になる。先祖の仇敵と懇意になったことに戸
惑うアイリッシュ・アメリカンを描くオコナ
ーは、後世に残る大飢饉の影響を正確に描き
つつも、大飢饉を単に民族主義を高揚させる
ために利用しているのではない。この意味で、
オコナーの「幽霊」もまた、「ポスト」大飢
饉小説の一例だと言える。 
 オコナーの短編を考察したことにより、現
代大飢饉小説における「大飢饉時の移民」と、
「その子孫のアイルランドへの帰還」という
重要な要素が発見できた。これらは今後の研
究でさらに掘り下げていきたい。 
 平成 25 年度にはまた、前年度のジョイス
研究から派生した論文「『ベルファストの贈
り物』、あるいは大飢饉後のアイルランドに
おける『魔女』―『土』の政治性を再考する」
を、日本英文学会の学術誌『英文学研究』支
部統合号に掲載することができた。本論文は、
「土」（“Clay”）の主人公が魔女のイメー
ジを帯びている理由を、大飢饉の余波という
社会的状況に照らし合わせて論じたもので

あり、当該作品と大飢饉の関連性について、
新しい視点を提供できたと考えている。 
 
(3) 平成 26 年度の研究成果 
 本年度は、現在活躍中のアイルランド人作
家の小説作品を研究対象とし、彼らにとって
もはや遠い過去の出来事となった大飢饉が
いかに表象されているかを検討した。特に、
ジョゼフ・オコナーの長編小説『大海の星』
（Star of the Sea）の分析に取り組んだ。
本作品は、大飢饉当事にアイルランドからア
メリカへ向かう移民船を舞台としており、技
法的にはいわゆる「モンタージュ」が駆使さ
れている。手紙、引用、一人称の語り、議事
録、航海日誌、バラッド、広告、新聞の切り
抜き、史料といった大飢饉に関する諸々の言
説の集合体であるこの小説は、大飢饉に関す
る作者オコナー自身のリサーチの産物であ
り、かつ大飢饉に関する多角的な視点を読者
に提供している。この意味で、『大海の星』
は、ポスト大飢饉時代の歴史編纂小説である。 
 ただし、それは、たとえばバンヴィルの小
説『バーチウッド』（Birchwood）のように、
実験的な小説形式で大飢饉の記憶を曖昧化
することを意図してはいない。むしろ、オコ
ナーは、大飢饉という歴史的事象が立場によ
って異なる様相を見せるという多面性を示
すことで、大飢饉の責任の所在を相対化して
いると言える。『大海の星』で問題化される
のは、大飢饉を作り出したと歴史的に非難さ
れてきたイングランド当局だけでなく、大飢
饉で利を得たアイルランドの商人階級と裕
福な農民たちなのである。 
 アイルランド大飢饉におけるアイルラン
ド人の有責性を可視化した点で、オコナーの
『大海の星』は、ジョイス的な「ポスト」大
飢饉小説の流れを汲みつつ、その系譜のなか
で新たな展開をも見せている。この点を把握
できたことは、平成 26 年度の最大の収穫で
あった。 
 さらに、大飢饉の文化的影響として挙げら
れるゲール語（アイルランド語）話者の減少
をめぐる文学・文化の反応について検討した
成果を、日本ジェイムズ・ジョイス協会のシ
ンポジウムにおいて、「牙を剥く Joyce―
Stephen の吸血鬼詩の counter-vampirism」
と題して発表することができた。 
 また、論文集『幻想と怪奇の英文学』に収
録されたワイルド論では、「カンタヴィルの
幽霊」（“The Canterville Ghost”）という
ユーモアあふれる物語に、植民地の逆襲とい
う政治性が潜んでいる理由を、ワイルドの母
と大飢饉との関連性から論じることができ
た。 
 これら２つは、本研究の当初計画には含ま
れていなかったが、研究の進捗に応じて検討
する必要が出てきたものであり、また実際に
検討することによって、本研究が内容的に深
みを増したので、ここに記しておく。 
 



(4) 総括と展望 
 本研究は、大飢饉を直接経験していない作
家たちの大飢饉小説に、２つの大きな潮流が
あることを明らかにした。一方には、大飢饉
に関する民族主義的な見解を継承している
小説があり、他方には、大飢饉をめぐるイン
グランドとアイルランドの対立構造を乗り
越えようとする小説である。 
 これは、大飢饉というアイルランドにとっ
ての国家的悲劇を、民族主義の高揚へとつな
げるのか、あるいはイングランドとの和解へ
とつなげるのかという問題に対する文学的
応答である。どちらが正解なのかは、実は問
題ではない。そのような応答が文学によって
示され、小説が読まれることによって、この
応答が読者に広まっていくという点が重要
なのである。それは、東日本大震災後に「文
学に何ができるのか」と問われ続けている我
が国においても、悲劇の記憶の継承という点
では、ひとつの事例を提供してくれるだろう。 
 今後の展望としては、本研究で扱った作品
のなかでもすでに散見された、以下の２つの
テーマに取り組んでいきたい。それらは、す
なわち、大飢饉時の海外移民、およびその子
孫のアイルランドへの帰還という２つのテ
ーマである。これらを検討することで、本研
究が結果的にその一端を提示することにな
った「アイルランド大飢饉小説史」を拡充す
ることが可能になるはずである。 
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